
奈
史
・平
城
京
跡
左
京
七
条

一
坊
十
六
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
八
条
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
五
二
～
二
五
五
次
調
査
　
一
九
九
四
年

（平
６
）
五

月
―

一
九
九
五
年
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
圭早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
１
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
規
模
店
舗
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
る
本
調
査
で
は
、
平
城
京
左
京
七

条

一
坊
十
六
坪
の
大
部
分
と
、

そ
れ
を
取
り
囲
む
六
条
大
路

・

東

一
坊
大
路

・
十
五
坪
と
十
六

坪
の
坪
境
小
路
、
そ
れ
に
十
五

坪
の
北
辺
部
の
計

一
四
〇
五

井

五
謂
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

桜

十
六
坪
内
に
は
、
南
北
を
二
等

級

分
す
る
位
置
に
幅

一
ｍ
、
深
さ

○

。
二
ｍ
の
東
西
溝
が
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
同
坪
は
奈
良
時
代
を
通
し
て
、
南
半
部
と
北
半
部
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が

一
体
的
な
敷
地
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
両
者
と
も
そ
の
内
部
を
東
西

に
分
け
て
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
奈
良
時
代
に
お
け
る
遺
構

変
遷
は
四
時
期

（Ａ
・
Ｂ
期
は
奈
良
時
代
前
半
、
Ｃ
・
Ｄ
期
は
後
半
）
に
分
け
ら
れ

ワつ
。南

半
部
で
は
東
西
を
三
分
す
る
位
置
に
南
北
塀
が
あ
り
、
Ａ

・
Ｂ
期
を
通
じ

そ
の
東
側
中
央
部
に
桁
行
五
間

（柱
間
八
尺
）、
梁
行
二
問

（同
九
尺
）
の
身
舎

に
南
庇

（庇
の
出
九
・
五
尺
）
が
付
く
東
西
棟
掘
立
柱
建
物

（主
殿
）、
そ
の
西

側
に
桁
行
五
間

谷柱
間
七
尺
）、
梁
行
二
間

（同
六
・
五
尺
）
の
身
舎
に
東
庇

（庇

の
出
九
・
五
尺
）
が
付
く
南
北
棟
掘
立
柱
建
物
が
あ
る
。
Ａ
期
に
は
ま
た
主
殿

の
東
南
に
小
規
模
な
南
北
棟
建
物
Ｓ
Ｂ
三

一
一
が
あ
り
、
Ｂ
期
に
は
そ
れ
を
少

し
東
南
に
建
て
替
え
る
と
と
も
に
、
主
殿
の
北
側
に
東
西
棟
建
物
を
建
て
る
。

ま
た
Ｃ
期
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
建
物
は
す
べ
て
撤
去
さ
れ
、
中
央
北
寄
に
桁

行
五
間

（柱
間
は
中
央
三
間
は
八
尺
、
両
端
は
九
尺
）、
梁
行
二
間

（同
八
・
五
尺
）

の
身
舎
に
南
庇

（庇
の
出

一
〇
尺
）
が
付
く
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
が
造
ら
れ
、

Ｄ
期
に
な
る
と
そ
れ
が
同
位
置
同
規
模
で
建
て
替
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
西
南

に
小
規
模
な
南
北
棟
建
物
が
造
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
時
期
も
、
こ
れ
ら
の
建
物

群
の
南
は
空
閑
地
と
な
っ
て
お
り
、
十
六
坪
南
半
部
の
東
半
は
、
少
数
の
大
型

建
物
を
整
然
と
配
す
る
儀
礼
的
空
間
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
西
半
部
は
、

各
時
期
四
１
七
棟
の
建
物
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
総
柱
の
倉
も
含
ま
れ
、
東
半

部
に
対
し
て
日
常
生
活
を
賄
う
た
め
の
空
間
と
考
え
ら
れ
る
。



1994年出上の木簡

次
に
北
半
部
で
は
、
中
央
部
北
寄
り
に
は
、
Ａ

・
Ｂ
期
に
桁
行
五
問
以
上

（柱
間
六
・
五
尺
）、
梁
行
二
間

（同
五
・
五
尺
）
の
身
舎
に
南
北
両
庇

（庇
の
出

入
尺
）
が
付
く
東
西
棟
掘
立
柱
建
物
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
小
規
模
建
物
が
散

在
す
る
。
Ｃ
期
に
な
る
と
中
心
建
物
は
な
く
な
り
、
北
西
部
で
新
た
に
塀
で
区

切
っ
た
中
に
小
規
模
な
建
物
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
東
は
空
閑
地
と
な
る
。
さ
ら

に
Ｄ
期
に
は
様
相
が
変
わ
り
、
五
棟
の
建
物
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
い
ず

れ
も
東
寄
り
で
は
遺
構
の
密
度
が
き
わ
め
て
疎
で
あ
る
の
は
、
削
平
を
受
け
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
十
六
坪
の
周
囲
の
道
路
で
は
、
北
の
六
条
大
路
は
人
ｍ
分
検
出
し
た
の

み
だ
が
、
南
北
両
側
溝
の
心
々
距
離

一
四
ｍ
強

（四
〇
大
尺
）
で
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
る
他
の
大
路
に
比
し
て
か
な
り
狭
い
。
北
側
溝
は
幅
四
１
六
ｍ
、

深
さ
○

・
八
ｍ
、
南
側
溝
は
幅
四
ｍ
、
深
さ
○

・
七
ｍ
で
、
東

一
坊
西
側
溝
と

の
合
流
点
で
は
、
そ
の
幅
を
南
北
に
広
げ
る
。

東

一
坊
大
路
は
、
調
査
区
東
端
で
そ
の
西
側
溝
を
長
さ

一
四
二
ｍ
分
、
東
ヘ

延
ば
し
た
ト
レ
ン
チ
内
で
路
面

。
東
側
溝
を
六
ｍ
分
検
出
し
た
。
大
路
幅
は
側

溝
心
々
で
三
二

・
五
ｍ
。
東
側
溝
は
幅
三
ｍ
、
深
さ
Ｏ

。
三
ｍ
で
あ
る
の
に
対

し
、
西
側
溝
は
幅
七

・
六
１
人

。
三
ｍ
、
深
さ

一
。
ニ
ー

一
・
六
ｍ
と
規
模
が

大
き
く
、
連
河
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
た
と
み
ら
れ
る
。
十
六
坪
に
面
し
た

ニ
カ
所
に
橋
の
跡
と
み
ら
れ
る
杭
や
柱
穴

。
石
組
な
ど
が
残
る
。
十
五

。
十
六

坪
坪
境
小
路
を
西
側
溝
は
横
断
す
る
が
、
そ
こ
に
は
橋
の
痕
跡
は
検
出
さ
れ
て

い
な
い
。

十
五

・
十
六
坪
坪
境
小
路
は
調
査
区
南
端
で
、
長
さ

一
一
五
ｍ
分
を
検
出
。

南
北
両
側
溝
の
心
々
距
離
は
約
七
ｍ

（一
一〇
大
尺
）。
北
側
溝
は
幅

一
。
人
―

二

・
五
ｍ
、
深
さ
Ｏ

・
三
五
―
○

。
大
ｍ
。
南
側
溝
は
幅

一
・
四
―
二
ｍ
、
深

さ
○

・
二
五
―
○

。
四
ｍ
。
底
か
ら
馬
の
頭
部

。
脚
部
や
人
面
墨
書
土
器
な
ど

を
埋
納
し
た
祭
祀
土
坑
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
小
路
の
西
端
で
南
北
の
坪

17
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境
小
路
と
の
交
差
点
を
検
出
し
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
六
条
大
路
北
側
溝
と
東

一
坊
大
路
西
側
溝
ぐ
あ
る
。

六
条
大
路
北
側
溝
の
堆
積
は
五
層
に
分
か
れ
、
第
四
層
か
ら

一
点
、
最
下
層
か

ら
二
点
の
計
三
点
出
土
し
た
。

一
方
、
東

一
坊
大
路
西
側
溝
の
堆
積
層
は
大
き
く
は
五
層
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
の
う
ち
下
三
層
が
奈
良
時
代
、
上
三
層
が
平
安
時
代
に
属
す
る
。
木
簡
は
総

計
八
五
四
点

今
つ
ち
削
暦
四
九
六
占
一
出
土
し
た
が
、
す
べ
て
下
三
層
か
ら
で
あ

る
。
木
簡
に
記
さ
れ
た
年
紀
に
は
、
天
平
二
年
①
④
①
、
天
平
二
〇
年
⑩
、
天

平
勝
宝
五
年
⑩
、
天
平
宝
字
七
年
⑤
、
天
平
宝
字
旬
、
宝
亀
三
年
⑮
、
宝
亀
七

年
⑩
が
あ
る
。
な
お
そ
の
他
の
文
字
史
料
と
し
て
、
「神
明
膏
」
「道
麻
」
「酒

杯
」
な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
、
「道
」
字
の
木
印
が
あ
る
が
、
印
は
捺
す
と

左
文
字
に
な
る
。

ま
た
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
西
側
溝
か
ら
多
量
の
祭
祀
関
係
遺
物
と
生
産

関
係
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
祭
祀
関
係
遺
物
に
は
人
面
墨
書
土
器

・

ミ
ニ
チ

ェ
ア
土
器

（甕
・
竃
・
甑
）
・
土
馬

・
銅
製
人
形

・
鉄
製
人
形

・
木
製

人
形

・
斎
串

。
刀
形

・
鉾
形

。
小
型
素
文
銅
鏡

。
銅
鈴
な
ど
、
多
種
多
様
な
遺

物
が
あ
る
が
、
特
に
共
鳴
槽
を
も

っ
た
琴
形
が
二
点
分
含
ま
れ
、
そ
れ
に
は
墨

書
が
あ
っ
た

（木
簡
⑫
ｌ
口
）。
こ
れ
ら
の
祭
祀
関
係
遺
物
は
、
特
に
大
条
大
路

南
側
溝

・
坪
境
小
路
側
溝
と
の
合
流
点
、
お
よ
び
西
側
溝
に
架
か
る
三
カ
所
の

橋
の
両
側
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
出
土
地
点
の
近
く
で

用
い
ら
れ
投
棄
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
の
か
は
明
確

で
な
い
。
祭
祀
関
係
遺
物
の
年
代
は
奈
良
時
代
後
半
―
平
安
時
代
初
頭
と
推
定

さ
れ
る
。
な
お
動
物
の
骨
も
多
く
出
土
し
、
特
に
馬
の
四
皮
骨
、
下
顎
、
歯
が

目
立
つ
が
、
こ
れ
ら
も
祭
祀
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
生
産
関
係
遺
物
と
し
て
は
、
ガ
ラ
ス
玉
鋳
型

・
靖
鋼

・
鋳
造
用
甑

炉

・
炉
壁

・
輪
羽
口

。
鉱
滓

・
鉛
切
り
婿

・
砥
石

・
漆
付
着
土
器

。
刷
毛
な
ど

多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

六
条
大
路
北
側
溝

①

　

茄
子

一
斗
　
糖
上
断

己

　
　
　
　
　
　
　
（霞
×

ｅ
Ｗ
ト
ロ

②
　
　
×
岐
国
寒

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

益
授
∞
霞

東

一
坊
大
路
西
側
溝

①

　

「皇
后
宮
職
解
申
請

舎

人

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

騨
］
受

∞
粟

卜

票

＊

い
　
。
鰤
陽
酔
酔
酌
即
酎
ヵ〕

・
□
人
　
　
□
□
　
□
□

　
　

　

　

　

　

　

（屋
×
０
益

ｏ曽

〔夫
ヵ
〕

①

　

「符
　
　
下
廿
□
□
耐
蠣
ば
直
百
五
十
文
弟
］
文
□
□

使

（埓
９
×
６
じ
×
∞
　
ｏ
欝
＊
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llll 俗) (7)

衛
門
府
　
　
　
右
同

国

□
故
牒

「牒
　
松
本【醗
己

「賓
字
七
年
六

月
諸
司
継
文

「賓
字
七
年
六
×

諸
司
継
文
　
　
　
（題
鏡
軸
）

「主
菜
所

請

ヽ
唯
□白
大
一ユ
五
合

「□
□
用
料
日

回

「　
　
　
　
　
請
□

⑫

　

「請
塩
人
勺
　
□
六
月
十
六
日
案
主
生
江
乙
万
呂
」
］
伽
⇔
×

］
ド
×

∞
　

⇔
Ｐ
］

「間
食
弐
升
給
案
主
蔵
人
等
料
」

「

日

回

　

　

七
月
一ハ
日
」
　

　

　

］衰

３

溢

寓
軍

「黒
木
作
□
材
木
『葺
葺
笙

間
古
〔防
婢
て
十
四
枝
　
『葺
』

「十
八
日
碑
租
博
十
村
得
辟
板
日

□
枚『□
』
合
六
百
六
十

一
＝

＝
枚
『□
□
』

（］
釦∞
）
×
（中
い
）
×
い
　
ｏ∞
Ｐ

「右
命
婦
已
下
役
夫
×
　
　
　
　
　
　
　
（民
受
ｅ
ｗ
り
ｏＰ翠

「　
　
　
　
十
日的
靴
□
今
日∠
弄

〔
朝

夕
と

請
食

一
斗
二
升
十

一
日
□
□
四
升

十
二
日
回
二
升
　
一ハ
月
十
三
日
□
×
」

〔朝
ヵ
〕　
　
　
　
　
　
　
　
〔案
ヵ
〕

「
＜
府
進
塩
津
斗
二
升
六
合

冊
潮
＜
」

「
＜
　
　
十
月
十

一
日
　
　
　
　
＜
」

「
＜
穴
師
長
嶋
上
田
部
水
守
進
米
五
斗
」

□
二
升
充
玉
作
」

五
日
阿
閑
堀
川
」

作
皮
笛
所〔應

仕
ヵ
〕

×
月
下
香
□
□
奉
門
都
三

回
月
下
呑
回
□〔門
ヵ
〕

「□
　　　　　□
□
□
□□
田

（
Ｐ
∞
卜
）
×

（
Ｐ
∞
）
×
］

ｏ
∞
μ

合

じ

Ｘ

台

じ

Ｘ
∞
　
ｏ
解

（
ｏ
ω
）
×
∞
⇔
×
Ｎ
　
ｏ
φ
〕

含

釦
卜
）
×

（
牌
Φ
）
×
卜
　
ｏ
∞
博

」

］
ｏ
∞
×

∞
Φ
×

伽
　

ｏ
Ｐ
騨

l131l191   119 llD    l161 l151

］
Ｐ
卜
×

卜
ヽ
×

伽
　

ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
⇔
⇔
×

騨
∞
×

い
　

０
∞
∞

（
Ｐ
∞
］
）
×
ω
Φ
×
∞

（
⇔
ｏ
）
×

（
］
Ｐ
）
×
牌

（
ド

９

×

含

じ

×
ヽ
　
ｏ
曽 鎌   `



〔
雅
ヵ
〕

⑩

　

「曽
□
門

一

日

□

99    921側

□
□

29卸 ⑪

　

□
国
十

一　
史
二

府

一　
中
九

左
右
二

□
□
二
＝

＝
雑
工
汁

一

『日

回
』

（∞『卜
）
×
牌卜
×
Ｎ
　
ｏ
∞
Ｐ

次
官
従
五
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
入
じ
益

Φ解

睦

韓

郡

螺

呂

（刻
栞

経

鱒

鎚
弊
。

さ

露

□

山
直
加
太

名
草
郡
上
神
郷
戸
主
」

（μ
『Φ
）
×
Ｐω
×
卜
　
ｏ
ＰΦ

。
「
Ｒ
在

蓋

盤

四

口
別
笥

一
国
内
　

Ｒ
大

盤

一
口

・
嗣
Ｔ
国
九
九
八
十

一　
人
九
七
十
二
　
七
九
六
×
（Ｎ∞
銀
）
×
∞
『
×
『
　
ｏ
μΦ

961

「取
松
二
人
食〔酔
ヵ〕

。
□
六
十

一
人
　
用
七
升
五
□

・

□

一
千
五
百
六
隻

合

じ

×

Ｇ

）
×
伽
　
ｏ
驚

右
四
人
嶋
村
列
＝

‐
中
大
伴
門

一

―
日
日
Ｈ
日
日
□

「
＜
河
内
国
大
縣
郡
家
原
□

＜
伊
勢
国
朝
明
×

「志
摩
国
英
虞
郡
名
．醜
約
〕

参
河
国
人
名
郡
多
米
郷
□

天
平
二
年
六
月
五
×

「
＜
駿
河
国
駿
河
郡
柏
原
郷
山
一醐
喝
〕

「
＜
真
高
銭
六
百
文
　
　
　
　
　
」

「安
房
国
安
房
郡
白
浜
郷
長
□

「
＜
三
衆
郷
熟
麻
日

回
」

＜
美
濃
国
武
義
×

「
＜
教
賀
郡
返
駅
戸
酢
人
万
呂
璽
一耳
」

冨

昇
醜

靴

□

「
＜
　
　
天
平
□
×

〔費
ヵ
〕

「
＜
播
磨
国
□

「
＜
養
銭
□
×

〔
エハ
ヵ
〕

珀
敦〓一ザ

（
牌
卜
〇
）
×
騨
∞
×
”
　
ｏ
ド
Φ

（
Ｐ
］
〇
）
×
Ｐ
Φ
×
ω
　
ｏ
Ｐ
Φ

合

じ

×

μ
『
×

∞
　

ｏ
∞
Φ

ド
μ
∝
×

］
牌
×

∞
　

ｏ
∞
］

（
Ｐ
］
μ
）
×

（
『
）
×

９
　

ｏ
∞
μ

騨
ｏ
ｏ
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
∞
］

（
蔦

じ

×

含

じ

×

］

ｏ
怒

Ｐ
Φ
∞
×

∞
ｏ
×

ｏ
　

ｏ
∞
］

（
〕
∞
Φ
）
×
囀
∞
×
『
　
ｏ
∞
Φ

eD   eつ    e31 021 ell   eo1   991   9900

Ｇ

じ

×

含

じ

×

Ｎ
　

ｏ
毬

（
『
Φ
）
×

Ｐ
『
×

∞
　

ｏ
∞
Φ

（
Φ
『
）
×

（
ω
）
×

”
　

ｏ
∞
μ



e91佳9 eつ    431   ta ell    to

1561    150    0つ     1531    1521    1511 1501    891

1994年出上の木簡

881   TD 佳61

1601   691   150 15り

。
「
＜
周
防
国
大
嶋
郡
務
理
郷
平
群
部
岡
調
塩
三
半
」

。
「
＜
　
　
　
　
　
天
平
勝
質
五
年
九
月
　
　
　
　
」］］ｏ×
］∞×
∞　
ｏ∞∞

「
＜
讃
岐
国
大
内
郡
引
×
　
　
　
　
　
　
　
（療
ｙ
Ｎ業
卜
愚

「絆
鰻
冊
二
斤

。
「
＜
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＜
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＜
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木
簡
の
中
に
は
、
官
司
に
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
多
い
。
①
は

「皇

后
宮
職
解
」
の
文
書
木
簡
で
あ
る
が
、
短
冊
形
で
は
な
く
、
左
辺
は
文
字
の
あ

る
部
分
を
斜
め
に
切
り
、
下
半
部
も
左
右
両
側
か
ら
斜
め
に
切
っ
て
細
く
す
る

と
い
う
二
次
的
整
形
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
文
書
木
簡
と
し
て
は
長
さ
は

一

二
伽
強
と
短
い
が
、
文
章
は
続
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は

「解
」
の
正

縛

認

利

晦
鞘

焼
一
鞠
齢

解

が

獅
却
『
，こ ィこ
つ 宛
革
命
醇
一
朝

勝
宝
四
年
四
月
の

「写
経
所
請
経
文
」
３
大
日
本
古
文
書

（編
年
産

一
二
巻
二
六

四
頁
）、
お
よ
び
か
つ
て
平
城
宮
南
面
西
門

（若
犬
養
門
）
前
の
二
条
大
路
北
側

溝
か
ら
出
土
し
た
木
簡

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
』

一
五
）
に
見
え
る

「松
本
宮
」
と
の
関
連
の
有
無
が
注
意
さ
れ
よ
う
。

①
は
軸
の
頭
部
を
板
状
に
作
り
だ
し
た
題
鎖
軸
で
あ
り
、
「諸
司
」
か
ら
届
い

た
文
書
を
貼
り
継
い
で
保
管
す
る
よ
う
な
部
署
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
衛
府
に
か
か
わ
る
も
の
が
目
立
つ
。
い
Ｏ
⑩
は
衛
門
府
に
か
か
わ
り
、

①
に
は

「右
兵
衛
府
」
、
⑮
側
に
は

「府
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。

の
は
門
の
警
備
に
あ
た
る

「列
」
の
歴
名
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
ど
こ
に

属
す
る
門
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「中
大
伴
門
」
の
門
号
は
注
目
さ
れ
る
。
弘

仁
陰
陽
寮
式
土
牛
条
逸
文
に
は
、
大
寒
の
日
の
前
夜
宮
城
諸
門
に
立
て
る
土
牛

童
子
像
の
色
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
大
伴
門
の
名
が
見
え
る
。
そ
し

て
そ
れ
は
廷
喜
式
の
同
条
文
と
比
較
す
る
と
き
、
朱
雀
門
に
相
当
す
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
『続
日
本
紀
』
や
木
簡
な
ど
か
ら
、
朱
雀
門
の
名
が
既
に
平
城

宮
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、　
一
方
で
大
伴
門
の
名
も
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
宮
内
出
上
の
木
簡
に
そ
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
わ
か

る

（本
誌
三
ハ
号
参
昭
一
。
恐
ら
く
公
的
に
は
朱
雀
門
と
呼
ん
だ
が
、
古
来
の
大

伴
門
と
い
う
呼
称
も
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て

「中
大
伴
門
」
は
朱
雀
門
に
関
連
の
あ
る
門
号
で
あ
り
、
平
城

宮
内
に
あ
っ
た
門
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「中
」
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
が
、

『続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年

（七
土ハ
エ０

二
月
戊
午
条
に
見
え
る

「中
壬
生

門
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
納
言
吉
備
真
備
が
柱
を
中
壬
生
門
の
西
に
立
て
、
官

司
に
冤
柾
さ
れ
た
百
姓
ら
に
そ
の
下
で
訴
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
記
事

で
あ
る
。
壬
生
門
は
先
の
弘
仁

・
延
喜
式
な
ど
に
よ
れ
ば
、
二
条
大
路
に
面
す

る
宮
の
南
面
東
門
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

「中
壬
生
門
」
に
つ
い
て
は
、
い
く

つ
か
の
説
が
あ
る
。
天
武
朝
難
波
宮
以
来
、
宮
内
の
問
は
、
内
門

（養
老
令
で

は
閤
門
。
宮
衛
令
集
解
宮
閤
門
条
所
引
古
記
説
参
照
）
。
中
門

（宮
門
）
。
外
門

（宮
城

門
）
の
三
重
構
造
が
基
本
で
あ

っ
た
が
、
平
城
宮
で
は
外
門
で
あ
る
壬
生
門
と
、

中
門
で
あ
る
朝
堂
院
門
の
間
に
、
新
た
に
朝
集
殿
院
門
が
成
立
し
、
そ
れ
が
壬

生
門
の
内
側
の
問
だ
か
ら
中
壬
生
門
と
呼
ば
れ
た
と
す
る
説

（直
木
孝
次
郎

「平
城
宮
諸
門
の
一
考
察
」
『日
本
書
紀
研
究
』

一
五
）
と
、
人
々
の
訴
え
を
直
接

聞
く
と
い
う
趣
旨
か
ら
し
て
、
壬
生
門
と
同
じ
と
解
す
る
説

（岩
波
新
日
本
古

典
文
学
大
系

『続
桐
本
紀
』
四
補
注
）、
あ
る
い
は

「中
」
は
中
央
の
意
で
あ
り
、

壬
生
門
が
第
二
次
朝
堂
院
の
正
面
門
と
し
て
、
朝
儀
に
際
し
て
重
要
な
機
能
を

有
す
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
も
の
と
す
る
説

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
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『平
城
ｇ
発
掘
調
査
報
告
』
Ｉ
）
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
も
う

一
つ

「中
十
宮
城
門
」
と
い
う
タ
イ
プ
の
門
号
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
る
と
、
そ
れ
を
宮
城
門
と
同
じ
と
解
す
る
よ
り
は
、
そ
の
一
つ

内
側
の
、
中
門
相
当
の
門
に
あ
て
る
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で

あ
る
な
ら

「中
大
伴
門
」
は
朱
雀
門
の
北
側
の
門
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
平
城

宮
で
は
そ
こ
に
は
第

一
次
朝
堂
院
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
朝
集
殿
院
が
付
属
し
な

い
か
ら
、
朝
堂
院
の
南
門
が

「中
大
伴
門
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
朱
雀
門

の
北
に

「中
大
伴
門
」
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
平
安
宮
で
は
朱
雀
門
の
北
側
に

あ
た
る
朝
集
殿
院
南
門
が

「応
天
門
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
理
解

し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
理
解
に
大
過
な
け
れ
ば
、
中
門
の
警
護
に
あ
た

っ
た
の
は
衛
門
府
と
衛
士
府
で
あ

っ
た
か
ら

（宮
衛
令
集
解
宮
閤
門
条
所
引
古
記

説
）、
「中
大
伴
門
」
を
守
る

「
三
龍
列
」
は
門
部
な
い
し
は
衛
士
で
あ
ろ
う
。

も
う

あ

同
じ
木
簡
に
見

えゝ
る

冨
酢

辟

に
つ
い
て
は
、
門
号
か
ら
は
蘇
我

氏
と
の
関
連
が
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が

（管
見
の
限
り
蘇
我
を
曽
雅
と
表

記
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
）、
そ
の
位
置
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し

「中
大
伴

門
」
と
並
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
中
門
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

荷
札
木
簡
が
日
に
つ
く
の
も
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
⑫
の

「六
百
文
」
は
養

銭
で
あ
ろ
う
。
養
銭
は
衛
士
な
い
し
は
仕
丁
に
対
し
て
国
元
か
ら
送
ら
れ
た
銭

で
あ
り
、
木
簡
は
そ
の
荷
札
で
あ
る
。
①
も
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ

ら
も
衛
府
関
係
木
簡
が
多
い
と
い
う
、
先
に
指
摘
し
た
特
徴
に
か
か
わ
る
可
能

性
が
あ
る
。
⑮
大
学
府
の

「交
易
油
」
に
関
連
し
て
は
、
廷
喜
民
部
式
下
の
交

易
雑
物
条
に
大
学
府
の
貢
納
品
の

一
つ
と
し
て

「雑
油
汁
石
」
が
見
え
る
。

①
か
ら
口
ま
で
が
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
二
点
分
の
琴
形
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る

（巻
頭
図
版
二
参
照
）。
⑭
と
⑭
が
上
板
で
、
上
端
に
五
つ
の
小
孔
、
下

端
に
は
五
カ
所
の
切
り
込
み
が
あ
り
、
糸
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
か
け
た
痕
跡
は
な
い
。
ω
と
口
は
底
板
で
あ
る
。
と
も
に
下
端
に
目
玉

状
の
九
を
墨
で
描
い
た
部
分
が
あ
る
が

（側
は
左
半
部
が
欠
損
）、
上
端
に
は
残

存
し
て
い
な
い
。
本
来
の
形
は
、
底
板
の
上
下
両
端
の
部
分
に
横
に
切
れ
目
を

入
れ
て
折
り
曲
げ
、
前
後
の
側
板
と
し
て
斜
め
に
立
ち
上
げ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
そ
れ
ら
と
は
別
に
逆
台
形
の
左
右
の
側
板
が
あ
り
、
鋸
歯
状
模
様
を

墨
線
で
描
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
船
の
よ
う
な

形
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
⑮
働
下
端
の
二
つ
の
九
は
、
船
の
舶
先
な
い
し
は
績

部
分
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
露
口備
大
臣
入
唐
絵
巻
』
に
見
え
る

吉
備
真
備
の
乗
る
遣
唐
使
船
の
舶
先
に
は
、
限
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ

の
九
が
そ
う
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
底
板
の
文
字
も
外
側
に
書
か
れ
た

こ
と
に
な
る
が
、
上
板
の
文
字
が
外
側
に
な
る
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

な
お
側
の
墨
円
を
描
い
た
部
分
の
裏
側
下
端
に
は
、
墨
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
底
板
の
い
に
は
ニ
カ
所
、
口
に
は

一
カ
所
、
小
さ
い
孔
が
あ
る
。
そ
こ
に
棒

を
刺
す
と
い
う
よ
う
に
、
琴
形
の
使
用
方
法
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
も

あ
ろ
う
。

∞
∽
口
の
墨
書
は
習
書
で
あ
る
が
、
「道
」
「
郡
」
「隠
」
な
ど
の
共
通
す
る

字
が
あ
り
同
筆
で
、
か
つ
も
と
は
同
材
で
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
。
ま
た
側
は
大



和
国
忍
海
淋
の
名
を
書
き
、
他
の
習
書
と
は
趣
を
異
に
す
る
が
、
そ
の

「郡
」

字
の
右
、
材
の
右
端
に
あ
る
墨
付
き
は
、
⑮
の
三
字
目
の

「道
」
の
し
ん
に
ょ

う
の
左
下
に
続
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
す
べ
て

一
括
史
料
と
み
て

よ
い
。
⑭
を
含
め
て
い
ず
れ
の
文
字
も
、
琴
形
の
板
の
中
に
上
下
は
お
さ
ま
っ

て
い
る
。
左
右
も
ほ
ぼ
お
さ
ま
っ
て
い
る
が
、
先
ほ
ど
指
摘
し
た
こ
と
か
ら
す

る
と
、
少
な
く
と
も
⑭
と
い
は
字
を
書
い
て
か
ら
板
を
切
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
場
合
も
、
板
の
中
で
の
文
字
の
位
置
か
ら
す
る
と
、
切
る
こ
と
を

意
識
し
て
字
を
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
既
に
切
り
整
え
た
板

を
並
べ
て
、
文
字
を
書
い
た
と
い
う
可
能
性
も
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
そ
の
理

由
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
祭
祀
に
用
い
る
琴
形
に
文
字
、
そ
れ
も
多
く
は
習
書

を
記
し
た
意
味
は
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
使
用
後
に
板
を
並
べ
て
書
い
た
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
祭
祀
に
用
い
た
物
の
扱
い
と
し
て
は
疑
間
が
残
る
。
な

お
側
の
郡
名
の
意
味
と
も
ど
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

①

「封
」
は
、
上
下
に
切
り
込
み
が
あ
る
と
い
う
そ
の
形
態
、
「封
」
字
は

丁
度
上
の
切
り
込
み
の
位
置
に
書
か
れ
、
そ
の
中
間
に
墨
の
途
切
れ
て
い
る
部

分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
封
絨
木
簡
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
裏
面
を
調

整
し
て
い
な
い
の
は
、　
一
枚
の
板
を
上
か
ら
途
中
ま
で
表
裏
に
剥
い
で
、
紙
を

挟
む
よ
う
に
し
て
い
る
封
絨
木
簡
と
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
内
容
的
に
注
目
さ
れ
る
木
簡
が
多
く
出
上
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

性
格
を
考
え
る
時
、
こ
れ
ら
を

一
括
史
料
と
し
て
扱
っ
て
よ
い
の
か
、
さ
ら
に

そ
れ
に
関
連
し
て
ど
こ
で
捨
て
た
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
木
簡
の
出
土
場

所
も
祭
祀
関
係
遺
物
と
同
じ
傾
向
を
示
す
が
、
西
側
溝
が
き
わ
め
て
大
規
模
な

溝
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
廃
棄
場
所
は

一
カ
所
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
か
な

り
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
可
能
性
も
あ
る
。
十
六
坪
の
遺
構
に
は
官
行
的
様
相

は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
宅
地
の
可
能
性
が
大
き
く
、
こ
れ
ら
の
木
簡
と
結
び
つ

く
と
は
考
え
が
た
い
。
西
側
溝
を
遡
っ
て
い
く
と
、
平
城
宮
東
南
隅
に
行
き
着

く
。
平
城
宮
内
で
用
い
ら
れ
た
木
簡
が
、
こ
こ
ま
で
流
れ
て
き
た
と
い
う
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
平
安
京
で
は
、
京
内
に
左
右
衛
門
府
町

・
左
右
兵
衛

府
町
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
平
城
京
内
に
も
同
種
の
施
設
が
あ
り
、

そ
こ
で
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
で
も
、

出
上
し
た
す
べ
て
の
木
簡
に
そ
れ
が
あ
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
今
後
、
西

側
溝
上
流
部
で
の
発
掘
調
査
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
一
九
九
四
年
度
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調

査
概
報
』
全

九
九
五
年
）

同

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三

一
（
一
九
九
五
年
）（館
野
和
己
）




